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加盟団体報告

4月 8日 (火 )9日 (水 )の両日に鉄鋼新聞

催による第 46回鉄鋼新人 。中堅社員教養講座

れた。初日の 8日 は浦安鉄鋼会館で 5名 の講師

義を受けた。住友金属工業営業総括部長・新屋

メタルワン執行役員国際本部長 。本下幹夫氏、

社長・藤澤鐵雄氏、プレジディントコミッティ

本慣氏、講談師で声優でもある一龍斎貞友さん

あった。講座 2日 目の 9日 は住友金属工業鹿島

カシマスタジアムを見学。カシマスタジアムで

鹿島アントラーズの試合が予定されていたにも

試合直前のピッチ、記者会見ルーム、選手のロ

ームなど普段では入れないところまで見学でき

製鉄所では所内のコミュニティホールで製鉄所

生産体制などについて説明を受けた後、 4台の

乗 して所内を見学。第 2製鋼工場 (第 3連続鋳

工場、第 2薄板工場がバスを降 りての見学であ

講者は、その生産規模や熱気を肌で感 じ取 って

学終了後、質疑応答が行われ、午後 3時 30分
を後に東京への帰路に着いた。午後 5時半頃に

ある両国に着き、解散 した。今回の受講者は 2

なお、製鉄所見学については受け入れの事情に

名程の方々にはお断 りをせざるを得ず、主催者

の紙面を借 りてお詫び申し上げる次第である。

全

(平成20年 4月 1日

～ 4月 30日 )

iO回 :己念大会を盛大に催す

△東京鉄鋼販売業連合会(西村達夫会長)

4月 5日 (土 )鉄鋼新聞社 との共催による「第 50回
東鉄連春季親睦ゴルフ大会Jが鷹之台カンツ リー倶楽部

で開催された。今回は 50回 目の記念大会となった。快

晴ほば無風の絶好のコンディションに恵まれ、 34名 が

参加 し、 18ホ ールのス トロークプ レーで熱戦が展開さ

れた。その結果、総合優勝は山岸邦幸氏 (東邦シャー リ

ング、ハ ンディ 1)が、アウ ト38、 イン36、 ネット

73で栄えある永野杯を手中に収めた。 クラス別ではシ

エアは宮越昭吾氏 (小沢産業 )が ネット77(ハ ンデ ィ

16、 アウ ト44、 イン49)ミ ドルは安井貞幸氏 (オ

トフジ)が ネッ ト80(ハ ンディ 13、 アウト47、 イ

ン46)ジ ュニアは西山寛氏 (西 山鋼業)が ネッ ト76
(ハ ンディ 3、 アウ ト43、 イン36)で それぞれ クラ

ス別優勝 となった。プレー終了後、表彰式並びに懇親会

が催 された。西村会長は「 50回の記念大会を絶好の天

気のもとで開催できたのも、なにかの巡 り合わせではな

いだろうか。コース沿いの桜 も満開で、和やかな雰囲気

のなかプ レーできたことが何よりだと思 う」と挨拶 して

いた。
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△石川県鉄鋼会(南昭武会長)

20年度定時総会を和倉温泉 「加賀屋」で開催。冒頭

南会長は「年明けから鋼材相場が大幅上昇 し、まだその

途中である。我々のお客は 9害1が最終ユーザーなので供

給責任を果たさなければならない。また、 6月 には富山

で全鉄連総会が開催 される。全員参加をお願いしたいJ

と挨拶 していた。総会終了後、現状の市場動向について

懇談。価格動向、需給動向、店売 りと紐付 きの問題、 ミ

ルシー トの取 り扱いなどについて意見を交換 した。

新副会長に川勝氏就任

△東北鉄鋼販売業連合会(齋藤芳郎会長)

18日 (金 )20年 度総会を仙台市内「ホテル白萩」

で開催。新副会長に川勝修二氏 (遠藤鋼機イJI台 支社長 )

が就任 した他、井上鋼材東北工場 (福島県須賀川市)が
入会 した。これで同会は 45社 となった。総会開催にあ

た り齋藤会長は「仮需が収束 して特約店の倉出しが不安

視される。建設コス トの上昇でマ ンション建設が下火に

なるなど建設投資が減少 し、建設業者の倒産 も頻発 して

いる。価格が上がったなかでの与信管理を,心 して経営に

臨むべきである」と引き締めた。来賓の林喜裕全鉄連が

講演 じ「引き合いは静かだが、モノ不足 と原料高から市

況の上昇は続 くだろう。昨年は改正建築基準法による官

製不況で今年は政治不況。建設需要の減少が予想 され、

もう少 し辛抱する必要がある」と所見を述べていた。

関連会議報告

金失金岡 言果 達塾ネ各づヽ

4月 23日 (水 )

会場 鉄鋼会館 803号 室

出席 松渕・野辺 (経済省)林・木下 (愛知 )西村 。中

村 個)(東 京)阪上 (大 阪)今井 (北海道)齋藤

(東北)今井 (新潟 )河上 (富山)杉山 (一 日役

員・ llt阜 )

●全鉄連調べによる 3地区12品種 18サ イズの平均市況は

117,500円 前月比 +6,700円 、前年同月比 +30,300円 。

鉄鋼課より4～ 6月 期の需要見通 しと経済産業省による

資源確保指針について説明があった。また、スクラップ

需給改善について全鉄連から意見が述べ られた。

常任理事会
●鋼材品質証明検討委員会の第 2国 会合が 4月 21日 (

月)開催され、その模様について事務局より報告があっ

た。この委員会は建設に係わる鉄鋼メーカー、流通、フ

ァブ、ゼネコン、設計士、行政 を包含 した組織であるた

め、各業界の実態を精査 し鋼材の品質管理を徹底 してい

くことになった。



ン「大変革時代を乗 り越えようJを 採択。また、当日行

われた会計監査の報告がなされた。

●流通 4団体ホームページについて、横河技術情報い営

業部課長・染宮茂氏が出席 し、概要を説明 した。

第 399回鉄流懇概要

仮需一服だが市況は先高
●東鉄連からの概況報告 (中村 )

△鉄筋…スクラップは 3月 に踊 り場局面 となったが、そ

の期間は短 く、す ぐに_ヒ昇に転 じた。 21日 の東京製鉄

値上げは予想以上の上げ幅だった。現状の売上数量はR
C物件が減って通常の 70%程 度の動 きとなっている。

△平鋼… 3月 にある程度の仮需があったが、 4月 にな り

動きが鈍 くなった。メーカーは 20%の 出荷削減を継続

している。そのため在庫は減少 し、厚いサイズを中り心に

歯抜けが出ている。スクラップの上昇は止まる気配ない

△形鋼概況… 3月 は人庫増、出庫増、在庫減。 4月 から

コラム、軽量製品が大幅値上げされ、そのため先行手配

が行われている。在庫は非常に減少 して、引き合いに対

応できない。

△ H形鋼…在庫が減 って、ときわ会在庫は史上最低の水

準とな り、部会調査でも 15%減 少 している。歯抜けが

多く、引き合いに対応できない。供給状況からして、こ

の状態が しばらく続 きそうだ。在庫が物凄 く減 っている

との感が強い。

△一般形鋼…チャンネルのベースサイズ在庫が減少 して

いる。市況 も値幅のあるものとなっている。建築需要は

増えず、 4～ 6月 の荷動きは落ちるだろう。

△ C形鋼…メーカーは想定される需要に対 して 4～ 5割

の供給態勢で しかないと思 うので、供給がショー トする

可能性がある。地方特約店からそこそこの仮需が入って

いる。

△広幅製品…メーカーはデッキの価格を上げてきた。販

売店 としても、これに対応 していかざるを得ない。

△コラム… STKRは ほとんどなくな り、BCRに なっ

ている。メーカー値上げの転嫁に追われている。小型物

件はあまり動いていない。

△薄板概況…価格が下がる状況ではないが、 3次店 クラ

スの販売業者は苦 しいだろう。間違いなく言えることは

集購化が進むことだ。価格が収まった時、店売 りがどう

なるのか、無 くなって しまう懸念がある。

△表面処理…集購化が進んでいるが、紐付 き価格が値上

げ幅が決 まっていない。在庫が減っていないにも係わら

ず タイ ト感が募 り、それが価格を維持 している。実需は

ないが、地方 3次店からの引き合いはある。

△厚板耳付 き、切板母材… 3月 部会調査では販売増加、

在庫減少。足元の動きは鈍い。 3月 、かな りの仮需が動

いた。今回の東京製鉄値上げ発表で厚板のネットは、現

状の切板価格 とほぼ同 じになった。時期は定かではない

が、高炉の再値上げの話が浮上 している。先高ではある

が、上げても追いつかないのが実態である。

△中板・ホットコイル…厚板に引っ張 られながら、品薄

感が出ている。 1月 から上昇 し続け、現状でも通過点で

ある。 2、 3月 仮需で、 4月 一服 というが、 3月 時点で

販売が落ちているところもある。ホッ ト系のコイルセン

ターは受託加工が増加 している。
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△厚板定尺…価格はいい水準になったきたとの感がある

これが地方筋や加工をされてエ ンドユーザーにいくらで

納まっているのだろうか。国内でも好調なところもある

が、全般的には先細 り感がある。引受をカットされてお

り、引き合いがきて も売れないこともある。

△敷板…注文がくれば価格 を提示するが、中板より高い

場合 もある。

△縞板… 1～ 3月 は仮需によ り販売増であったが、切板

は 10～ 12月 と同 じ量だった。厚板供給が思 うように

ならず、切断工程が組めない。階段向けはタイ ト。

△鋼管概況… 3月 に大幅なメーカー値上げがあ り、高炉

・熔協 とも仮需があった。通常の 2～ 3割増 しの玉が動

いた。紐付 き玉の市中還流が散見される。

△高炉ギl… カス管値上げは 4月 には通っている。シーム

レスはこの 4～ 6月 の店売 りを 30%カ ットされた。紐

付 きは目いっばいの状態。小径角が浦安で品不足となっ

ている。

△熔協… STKは 3月 からかな り仮需が出て、ここ 2年

で最高の売上であったところが数社あった。かな り荷が

llJい たので、 4月 になったらピタリと止まるだろうと思

っていたが、そうではなかった。連体HHけ に反動が出て

くると思 うが、予想外のことが続出しているので、見通

し難である。

先々の供給減少に不安感
●OSAか らのlll況報告 (阪上 )

1～ 3月 は仮需先行手配で販売は増加 したが、 10～
12月 の大幅減を回復 したに LLま っている。仮需一服で

4月 販売は 3月 比 10～ 15%ぐ らい減少することにな

ろう。 H形鋼、一般形鋼は 1～ 3月 で在庫減少、薄板 も

市中品薄 と言われているが、統計では微減である。ただ

H形鋼には
『

:薄サイズが目立つ。供給減少のアナウンス

にやや不安 を感 じている。市況はここで一服感が出てい

たが、東京製鉄大幅値上げ発表で、さらなる売値への転

嫁に迫 られている。原料事情 をうんぬんされているが、

1～ 3月 の生産は順調であった。現状、市中や中小ユー

ザー向けの引受が絞 られている。では、生産されたもの

がどこにいっているか、ということになる。安い紐付 き

ユーザーに納入するため、一生懸命スクラップを買って

生産 している一方で、ますます高い材料を買わなければ

ならない中小零細に しわ寄せされている、という構図が

あ りはしないだろうか。

大幅値上げ発表で見通し難に
●愛鉄連からの概況報告 (木下 )

4月 に入 り反動が出てきたようで。実需見合いで低調

な動きが続いている。品不足で逼迫 していたものが解消

した品種もある反面、厚板、酸洗は解消の目処が立たな

い。特に厚板は玉確保できず、見積もりができない状態

である。建設は昨年からの確認申請の遅れがあり、その

立ち直りを 5～ 6月 に期待 しているが、予想外の材料高

騰、手配難で延期、中止も出ている。 5月 には仮需先行

手配の反動が出てくるだろう。先日の東京製鉄大幅値上

げ発表で、他の電炉 も追従するものと思われる。落ち着

きを取 り戻 している当地区の市況も見通 し難となってし

まった。

資材高騰で先々の需要の不安感
●北海道からの概況報告 (今井 )



道内産業は全業種 とも弱い。鋼材消費の 80%が 建設

業向けという地域的特性がある。 2～ 3月 の仮需前任1し

も一巡 した。 H形鋼は 3月 末で相当減少 しているが、そ

れはヴき受けカットによるものである。北海道機械工業

会鉄骨部会は現状の資材高騰、調達難に鑑み関係各方面

へ陳情を行った。資材だけでな くエキス トラも値上げさ

れている。新規案件の引き合いはなく、道路関連事業の

中止、民間中小案件 も資材高騰で取 りやめる物件 も出て

いる。

仕事量の不足で地場業者が苦境に
●富山からの概況報告 (河 上)

現状の荷動きから見ると小日物件に終始 している。製

,71価 格が急騰 しているため見積 もりが追いつかない。北

陸は仮需 もなく、 6月 まで前年比では伸びていくが、そ

れは前年実績が悪かったためである。これだけ価格が_L

がっているのに売 llが伸びないのは数量ダウンが響いて

いることによるものだ。地 方において 100ト ン、 20
0ト ンの仕事が主体であ り、それに係わるファブ、中小

ゼネコンの倒産もさることながら、物件が出てこないこ

とにはどうにもな′,な い。消えていく物件 も多いと思 う

また、 1～ 3月 に発注された物件の商談が進んでいない

北陸新幹線工事が最盛期であ り、これが唯一の救いであ

ろう。

与信不安と需要不足を懸念
●岐阜からの概況報告 (杉 山 )

地方都市で商売をしているが、やは り経済全体が良 く

ならないと地方の活性化はおばつかない。厚板シヤは値

上げにより数量カッ トが厳 しい。鉄筋加工業者は改正建

築基準法の影響を大きく受けている。価格高騰で与信が

懸念 される。また、我々は価格動向に対 して受動的な立

場なので、今ある在庫を大事に売 っていく他はない。先

行き、見える物件 もあるが、下期に向けての中小案件に

は延期及び中止 という話 もちらほら間 く。

不確定要素の強い現状に自然体で臨む
●林会長 (総括 )

売れ行きは良 くないが、 4月 も惰性でそれな りの利益

は出るだろう。スクラップは信 じられないほどの上昇で

ある。電炉は赤字 となっているだろう。スクラップ価格

プラス 3万 ほどあれば、そこそこだと言われていたが、

コス トが猛烈に上がっている。スクラップだけでなく原

料や日1資材の高騰により製品の大幅値上げとなってる。

流通は追いつ くのが精一杯である。数力月先、何が起き

るかわからない状況なので自然体で付いていく他はない

産業界は今の事態に真面目に取 り組んでいる。それに引

き換えての、政治の酷 さを感 じてならない。

*こ の後、商社・メーカーか ら発言があった。なお、発

言内容については月1紙資料 3-1、 3-2を 参照。

実見合いの生産、販売を
●経済産業省 (松渕課長補佐 )

2月 の建築着工戸数、建築確認申請件数からして、改

正建築基準法の影響から緩やかなが らも回復 しているよ

うだ。ただ し、構造別にみると、着工戸数では S造のみ

プラスとなったが、RC、 SRCは 大幅減。着工面積で

はいずれ もマイナスとな り、依然 として中小物件を中心

に低調な推移である。当初の想定より影響が長期化する
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可能性がある。建築需要については資材高騰などから物

件の中止や延期など先行 き懸念材料 もあ り、引き続 き実

需 を見極めた対応をお願いしたい。鋼材に限らず、広範

囲に物価が上昇するなか、原料高を鋼材価格に反映させ

る事情はI里解できるが、ユーザーに対する十分な説明努

力は必要である。与信管理についても一層注意 していた

だきたい。

存在感を高め、柔軟性を持って対処を
●小野会長

景況感の悪化、原料暴騰、環境問題 Lの制約などで足

元の リスクや先行きの不安が増幅 している。 2月 のlM材

受注が全体 としてプラスに転 じるなか、販売業者向けが

減少 していることからも流通が厳 しい状況に置かれてい

ると認識 している。他方、 4～ 6月 の需要見通 しでは自

動車、電機、造船は好調を持続 している。経済のグロー

バル化が製品、原料にも波及 して、それに翻弄され、容

赦なく影響が押 し寄せている。そのような趨勢にあって

は柔軟性を持 って、各々の存在感を高めていくべきであ

ろう。

会員企業消息 (平成20年 4月 1日 ～ 4月 30日 )

(所在地,代表者変更など〕
○金子商事欄 (川

「
|)～ 社名を 4月 1日 付でカネコ鋼管

鋼業欄に変更 した。

○鶴町製飯腑 (OSA)～ 新代表者に嶋田年男氏が就任

した。

○伊藤忠丸紅スチールAPい ～新代表者に倉橋充氏が就

任 した。

○戸田通商欄 (茨城 )～新代表者に戸田恵子氏が新任 し

た。

○植木鋼管欄 (東鉄連・鋼管 )～新代表者に植木美久氏

が就任 した。

会員入退会 (平成20年 4月 1日 ～ 4月 30日 )

〔ノヽイ蚤 〕

〔剣ユづ≧ 〕

(了

*該当事項なし

*該当事項な し



第46回鉄鋼新人'中堅社員教養講座講座を終えてのアンケート (東京鉄鋼販売業連合会)

実

総

講

工

受

ア

回

＊
合

施日 平成 20年 4月 8日 、 9日

受講者     226名
(女性 42名 )

座受講者    208名
場見学者    198名
講者平均年齢   25.0歳
ンケー ト回答者  158名
答率 69.7%
なお、コメントについては紙面の都

上、一部割愛 させていただきました

演題・講師
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感

じ

を

も

つ
た

鉄鋼キーワー ドの解説・星野義春 132 1  2 1 20 93 1 12 1 52 67 ‐ 25 1 65

業界の先輩 として若 き鉄鋼マ ンに贈る

新屋敷信幸

88 1 50 1 18 41 1 77 1 38 125 1  3 1 24 72 1 27 1 58

商社マンから見た鉄鋼流通 。木下幹夫 98 1  7 1 51 127 1  6 1 22 100 1 21 1 36

鐵の復権・藤澤鐵雄 137 1 11 1  9 6 7

社会人としての気構え、身構え 。心構え

宮本慎

9 23 1 36 1 97 51

私の人生、日々の挑戦 。一龍斎貞友 2 22 1 32 1 99 116 1  5 1 32 118113126

受 講 者 か ら の コ メ ン ト    |

住友金属I業鹿島製鉄所を見学 して     |
○分厚いスラブが熱間圧延でコイルに巻き取 られていく |

工程には迫力があった。               |
○実際に工場見学 して、高炉から銑鉄が出てきて製品に |

なるまでの過程がよく分かった。           |
○耳に残った言葉が「ご安全に」であ り、工場内で目を |

引いた言葉が「安全最優先」だった。何よりも安全を優 |

先する心構えは、会社規模の大小を問わず、鉄鋼に携わ |

る者 として必要な資質であると認識 した。       |
○製鋼、熱延、冷延 と見てきてとても感動 した。私たち |
が生活 していく上で必要 とされるものが沢山作 られてい

|

ることを知 り、改めて鉄の重要性を感 じた。      |
○自分が販売する商品がどのような過程で製造されてい |

るかを知ることができ、とてもよい経験になった。   |
○製鉄所では日々、効率化を求めた活動が行われている |

そうだ。水、発生ガスなどの再利用をはじめとする環境 |

にやさしい工場作 りが進んでいることを知った。    |

した。

○建設に要 した年月と使用 した鋼材総量の説明がほ しか

った。

講演を聴講 しての感想、

○さまざまな角度から鉄を知るこ

日間だった。

○すごいの一言につきる。藤澤社長の鐵に対する熱い想

いが伝わ り、鐵に対する誇 りが持てるようになった。

○鉄鋼業界の現在の状況や需要動向について詳 しく説明

していただき、とても勉強になった。鉄鋼業界を知 るこ

とはもちろん、世界や日本の経済動向を勉強する必要が

あると実感 した。

○新人としてのマナー、社会人 としてのモラルを教えて

いただいた。自分自身も早 く身につけていきたいと思 っ

た。

○講座は長時間なので しっか り間けるか心配だったが、

どの講演 も興味深い内容だったので時間が経つにのが早

く感 じられた。

○鉄鋼キーワー ドの解説は鉄鋼業界、鉄鋼製品の知識が

なかったため、難 しく感 じられた。

○一龍斎貞友さんの講座が一番印象に残 り、とても面白

く、ためになる話だった。     「 ――   ― ―

見

ヽ

立
日
心
き

ル
ーーーー
ド
で

∩
ツ
が

フ
ｒ
ヽ
と 有意義な 2

入

動

は

感

段

も

並
口
て

。　
レ
Ｃ

た

に

つ
　
レ
Ｃ

て
ヽ

か

こ

い

し

た

つ
／
れ

れ

ｒ

ｔ

つ
入

ら
十

も

に

日
外

て

ム

ム

と

一

ア

で

ル

ご
ノ
　
の
　
一

方
ノ

な

カ

，
ス
ハ
　
ンヽ
　
ツ

フ
ヽ
　
ア
　
ロ

ソヽ

フ

の

‐力

一

一
手

力

溺送

ツ

い

サ

な

○

れ

-4-



全国鉄鋼販売業連合会
4月 22日 締切で、当会役員 ]

したのでご報告いたします。

売上金額大幅増

業況アンケー ト4月 度結果表        2008515
68名 に対 し、このアンケー トを行つたところ、 97名 (577%)か ら回答があり、その結果 (太枠内)が 下記の通 りまとまりま

*DI算 出方法=(A× 2+B× 1-D× 1-E× 2)■ 口答数×100

1問 11貴社の3月 眈月)の総売上金は、前年同月比べ如何でした力、
月

１

５
　
Ｄ

6月 17月

DI IDI
▲171 ▲161 2

8 1   15 1   19

8月

DI

月

Ｉ

一
３６

■

２

　

Ｄ

月

　
Ｉ

ｌ
　
Ｄ

▲741

▲53 1

仮需一巡、販売減少傾向
4月 15月 16月 17月

DllDIIDIIDI
▲501▲481▲341▲ 39

1281 ▲231 ▲71 ▲3

126 1  ム26 1  ▲12 1   ▲9

▲25 1  ▲23 1   ▲6 1   ±0

▲49 1  ▲61 1  152 1  121

|:illil:i13[|:]1311:ilピ

I問 21貴社営業窓日から見て4月 (今月)の販売量は前月比如何ですか。

鯛31貴社の3月 眈月)の企業収益状況は、如何です力、

1間 41貴社における向う3ヶ 月間の需要動向に引ての予測は如何ですか

1問 51下記主要品種の貴地区市場の需給状況は如何ですか。

8月

DI

9月

DI

11月

DI

12月

DI

13月

IDI

| ▲34

1 ▲18

1  2

1  1

1  3
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▲39 1
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